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わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう
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平成１８年１２月１０日

湯沢中学校の生徒の皆さんが
受賞した入選作品です（敬称略）

平
成　

年
度　

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
入
選
作
品

１８

小
千
谷
税
務
署
長
賞

平
成　

年
度　

中
学
生
の
「
税
に
関
す
る
標
語
」
入
選
作
品

１８

関
東
信
越
国
税
局
長
賞
（
優
秀
）

小
千
谷
税
務
署
長
賞

小
千
谷
税
務
署
長
賞

南
魚
沼
地
域
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

湯
沢
町
長
賞

湯
沢
中
学
校
２
年

湯
沢
中
学
校
３
年

湯
沢
中
学
校
３
年

湯
沢
中
学
校
２
年

湯
沢
中
学
校
１
年

湯
沢
中
学
校
３
年

高
橋　

泰
人

平
林　

あ
ず
さ

佐
藤　

史
弥

今
村　

紀
恵

角
谷　

茉
里

南
雲　

俊
宏

 
「
大
切
な
税
金
」

復
興
の　

希
望
の
光　

み
ん
な
の
税

か
ら
み
あ
う　

平
和
な
暮
し
と　

み
ん
な
の
税

消
費
税　

し
っ
か
り
納
め
て　

豊
か
な
暮
ら
し

税
金
は　

み
ん
な
の
未
来　

つ
な
い
で
る

大
切
な　

町
や
自
分
の　

た
め
の
税

（写真下）受賞した湯沢中学校の生徒の皆さん。左から、高
橋君、平林さん、佐藤君、今村さん、南雲君、角谷さん
（写真上）左から、重野小千谷税務署長、保坂湯沢中学校
長、坂西税務課長

税
は
国
民
の
豊
か
で
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の

主
要
な
財
源
で
す
。
そ
し
て
税
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。
特
に
最
近
は
税
の
あ
り
方

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
機
会
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
国
民

の
税
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
租
税
の
意
義
や
役
割
に
つ
い

て
の
指
導
が
、
学
習
指
導
要
領
に
も
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、

教
育
の
現
場
か
ら
も
理
解
を
頂
い
て
い
ま
す
。

税
務
当
局
も
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
税
に
関
心
を
持
ち
、
さ

ら
に
身
近
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
頂
け
る
よ
う
、
租
税

教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
毎
年
、

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
と
標
語
が
募
集
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
を
は
じ
め
、

６
人
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
・
標
語

中
学
校
生
徒
の
税
と
未
来
へ
の
思

中
学
校
生
徒
の
税
と
未
来
へ
の
思
いい
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町
長
コ
ラ

町
長
コ
ラ
ムム

１
日

２
日

６
日

７
日

８
日

　

日
１０
　

日
１１
　

日
１３

　

日
１４

　

日
１５

　

日
１６
　

日
１７

　

日
１９
　

日
２０

　

日
２１
　

日
２２
　

日
２３
　

日
２４
　

日
２６

　

日
２７
　

日
２８

　

日
２９
　

日
３０

朝
礼
／
新
潟
財
務
事
務
所
長
来
庁
／
湯
沢
温
泉
事
業
有
限
会
社
取
締
役

会課
長
会
議
／
皆
川
賢
太
郎
氏
特
別
観
光
大
使
任
命
（
東
京
都
）

北
陸
信
越
運
輸
局
北
河
企
画
観
光
部
長
来
庁
／
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
民
営
化

商
工
会
･
観
光
協
会
説
明

用
地
交
渉

中
国
黒
龍
江
省
・
ハ
ル
ビ
ン
市
懇
談
会

共
済
組
合
事
業
参
加

共
済
組
合
事
業
参
加

越
後
湯
駅
長
打
合
せ
／
ひ
ま
わ
り
株
式
会
社
社
長
面
会
／
観
光
に
関
す

る
懇
談
会

一
般
国
道　

号
湯
沢
塩
沢
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
打
合
せ
／

１７

地
方
財
政
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
新
潟
市
）

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
／
Ｒ
３
５
３
「
中
山
間
地
元

気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
前
橋
市
）

加
山
雄
三
氏
打
合
せ
（
東
京
都
）
／
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
来
庁

苗
場
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭
／
一
般
国
道　

号
湯
沢
塩
沢
道
路
整
備
促

１７

進
期
成
同
盟
会
総
会

モ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
懇
談
会
（
い
な
も
と
）

郡
シ
ル
バ
ー
要
望
（
来
庁
）
／
県
町
村
会
役
員
会
（
新
潟
市
）
／
商
工
会
女

性
部
町
政
勉
強
会

秋
桜
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
／
新
潟
県
議
会
視
察
来
庁

平
成　

年
度
治
水
事
業
促
進
全
国
大
会
（
東
京
都
）

１８

関
西
新
潟
県
人
会
（
大
阪
）

株
式
会
社
ガ
ー
ラ
湯
沢
取
締
役
会
／
職
員
互
助
会
紅
葉
祭

渡
辺
秀
央
先
生
在
職　

年
祝
賀
会
（
三
条
市
）
／
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力

２５

本
部　

周
年
（
新
潟
市
）

５０

湯
沢
町
国
民
保
護
協
議
会
（
大
会
議
室
）

全
国
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
理
事
会
／
全
国
観
光
地
所
在
町
村
協
議

会
総
会
（
東
京
都
）

病
院
事
業
打
合
せ
／
全
国
町
村
長
大
会
（
東
京
都
）

国
体
打
合
せ
／
湯
沢
駅
調
査
／
病
院
管
理
協
議
会
（
町
立
湯
沢
病
院
）

月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い

　

月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い
てて

１１１１

師
走
と
な
り
、今
年
も
余
す
と

こ
ろ
一
ヶ
月
足
ら
ず
と
な
り
ま
し

た
。昨
年
の
今
頃
は
、　

月
の
降
雪

１１

が
既
に
根
雪
と
な
り
、そ
の
後
は

記
録
的
豪
雪
の
厳
し
い
冬
を
過
ご

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。今
冬
は

小
雪
、暖
冬
と
い
う
長
期
予
報
で

す
が
、果
た
し
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

月
最
後
の
土
、日
曜
日
、「
ゆ
ざ

１１わ
野
の
花
会
」様
の
有
志
の
皆
さ
ん

に
よ
り
、役
場
庁
舎
前
の
も
み
じ

と
笹
の
庭
に
、湯
沢
原
産
の「
山
野

草
」を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
植
栽
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。長
年
育
て
た
手

持
ち
の
苗
を
雪
降
り
前
に
植
え
て
、

雪
解
け
の
頃
に
一
部
開
花
を
期
待

す
る
も
の
で
、前
か
ら
の
計
画
で
あ

り
ま
し
た
。山
野
草
と
湯
沢
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
素
晴
ら
し
い
開
花
を
、

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。大
変
ご

苦
労
さ
ま
で
す
。

さ
て
私
は　

月　

日
で
、町
長

１２

１０

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
一

年
に
な
り
ま
す
。平
成　

年
度
か

１７

ら
３
か
年
計
画
の
５
億
円
予
算
削

減
の
真
っ
只
中
に
飛
び
込
ん
だ
こ

と
で
、今
の
と
こ
ろ
ま
だ
表
立
っ
た

事
業
展
開
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
野
の
花
会
様

に
負
け
な
い
よ
う
に
、い
ず
れ
芽
を

出
す
で
あ
ろ
う
と
思
う
事
業
の
仕

込
み
は
し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
と

も
長
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

先
日
、関
西
新
潟
県
人
会
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
会
長
は
、

前
近
畿
日
本
鉄
道
社
長
の
上
山
善

紀
氏
で
、ご
氏
名
の「
上
」と「
善
」

を
と
っ
た「
上
善
」を
我
が
酒
の
よ

う
に
持
ち
歩
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

の
こ
と
で
す
。ま
た
湯
沢
町
の
春
か

ら
秋
の
写
真
を
皆
さ
ま
に
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、自
然
が
豊
か

で
空
気
も
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
す

ね
、と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。湯
沢

町
は
か
つ
て
、「
東
京
都
湯
沢
町
」と

も
言
わ
れ
た
よ
う
に
、首
都
圏
と

の
交
流
が
主
流
で
あ
る
と
見
て
い

ま
し
た
が
、関
西
で
も
湯
沢
町
を

十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
方
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、来
年
の
６
月
に
は
湯
沢
に

行
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
、と
の
伝

言
が
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
先
日
あ
る
会
合
の
講

演
会
で
、「
入
り
を
量
り
て
、出
ず

る
を
為
す
」と
い
う
気
に
な
っ
た
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。従
来
行
政
に

い
る
人
は
、入
る
こ
と
は
気
に
せ
ず

に
出
る
こ
と
ば
か
り
に
終
始
す
る
、

と
言
わ
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
い
か

に
し
て
予
算
収
入
を
増
や
し
、効

率
的
に
活
用
す
る
か
が
重
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。私
は
職
員
に「
今

ま
で
は
」で
は
な
く
、「
こ
れ
か
ら

は
」と
い
う
気
持
ち
の
切
り
替
え
が

必
要
だ
、と
時
と
し
て
言
っ
て
い
ま

す
。自
分
の
置
か
れ
て
い
る
現
実
を

理
解
し
、現
状
に
あ
っ
た
行
動
を
取

ら
な
い
と
立
ち
遅
れ
て
し
ま
う
、と

い
う
こ
と
で
す
。そ
の
た
め「
町
民

満
足
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

立
ち
上
げ
、実
践
に
移
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。立
派
な
芽
が
出
る
よ
う
、町

民
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
に
向
か
い
ま
す

の
で
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

が
ま
だ
の
方
は
、早
め
に
接
種
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た

ほ
ど
ほ
ど
の
降
雪
に
よ
り
、今
冬
の

ス
キ
ー
客
の
入
込
み
が
倍
増
す
る

こ
と
を
祈
念
し
つ
つ
、町
民
皆
さ
ま

と
共
に
新
し
い
良
い
年
を
迎
え
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

役
場
庁
舎
前
の
庭
に
山
野
草
が
植
栽
さ

れ
ま
し
た
。春
の
開
花
が
楽
し
み
で
す
。
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１１月の建設工事等入札結果（落札額２５０万円以上）

請負業者契約金額（円）工事名等番号

㈱村尾電気湯沢営業所３,１５０,０００湯沢町健康増進施設屋上融雪設備設置工事病院維第３号

関越舗道㈱４,３７８,５００小規模補助治山事業大島南沢流路工改修工事産観第９号

新共電気アート５,１９７,５００荒戸芝原線取水工事建第５号

【期間について】
 １２月２０日（水）～平成１９年３月３１日（土）まで

【駐車料金について】
 最初の３０分まで ・・・・・・・ 無料
 これを超えた場合 ・・・・・ ３０分ごとに２００円　（湯沢町 越後湯沢駅前広場条例に基づきます。）

　送迎車用のステッカーを発行します

冬期間この駐車場は、スキーなどのお客様の駐車で非常に混雑し
ます。この混雑解消のため、常時送迎等で利用される町民の皆さま
には、入場手続きがスムーズにされるよう送迎車両と判断できるス
テッカーを発行してきました。今年も次のとおり発行しますので、
ご希望の方はお申込ください。

【受付開始】 １２月１１日（月）から

【有効期間】 １２月２０日（水）～平成１９年３月３１日（土）まで
 （駐車場が有料となる期間内）

【該当車両】 ・湯沢町内の旅館民宿等のお客様送迎用車両
 ・毎日の通勤通学等の送迎車両
 ・駅構内への物品納品車両

【発行料金】 ステッカー１枚　２００円

 発行される送迎車用のステッカー 閣

【申込および発行の方法】

葛 所定の申込書に必要事項を記入し、料金を添えてお申込ください。（申込書は建設課にあります。）
葛 提出いただいた申込書を、申込時に審査し、ステッカーを発行します。
葛 昨年発行しているステッカーがある場合は、それを返却いただき、再度お申込ください。

【問い合わせ】建設課維持係　℡７８４－４８５２

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
８
５
２

・身体障害者手帳をお持ちの方が同乗している場合は、手帳を受付に提示いただければ無料とします。
・越後湯沢駅前広場条例の禁止行為に該当する、客引き行為等を行うための車両の駐車は禁止します。

・常時送迎している車両が駐車場へ入場する手続きを簡素化することが、ステッカーを発行する
目的です。無料の駐車券ではありませんので、ご注意ください。
・基本的に必要最小限でお申込くださいますよう、ご協力をお願いします

越後湯沢駅東越後湯沢駅東口口 駅駅前広場駐車場の利用につい前広場駐車場の利用についてて
～１２～１２月月２０２ ０日日からから３０３ ０分を超えた場分を超えた場合合有料となります有料となります～～
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１０月１日より国民健康保険の出産育児一時金が、一児につき３０万円から３５万
円にアップしました。またこれにあわせて、出産時の一時的な負担軽減を図るため
に、「出産育児一時金の受領委任払制度」を始めました。

出産育児一時金の受取先を病院などに委任することにより、退院時の医療機関へ
の支払いが、出産費用から３５万円を引いた額になる制度です。（３５万円までは、国
保が病院に直接支払うことになります。）退院時の支払いが３５万円を超えた部分だ
けとなるので、一時的な負担が軽減されます。また、出産費用の総額が３５万円未満
の場合は、費用との差額を後日指定の口座に振り込みます。

ご利用は、受領委任払制度を実施している病院に限りますが、県外の病院でも可能です。また国民健康保険
被保険者で、支給要件に該当する人なら申請は随時できます。（ただし出産した日の翌日から２年以内）
病院で手続きする場合は、保険証、印かん等を用意して、病院の窓口でご相談ください。（申請書は保健セン

ターにもあります。）

【問い合わせ】住民課国保年金係℡７８４－３４５３

● 出産育児一時金の受領委任払制度とは？

● 出産育児一時金の受領委任払制度を利用したいときは？

新潟県内では年々、灯油など油の漏えい事故が増えています。特に昨年
度は、全県で２４３件と過去最多となりました。原因者が判明した事故のうち、
実に４７％が一般家庭からの流出でした。また、最も多かった事故の原因は、

「ホームタンクから別容器へ給油中にその場を離れ、あふれてしまった」もので、
灯油などの取扱が増える冬に発生が集中しました。
灯油などの漏えい事故は、火災の危険、河川の環境悪化、上水道取水へ

の影響など深刻な事態になりかねません。
漏えい事故の多くは、うっかりミスによる灯油の流出など、とても身近なとこ

ろで発生しています。ちょっとした注意で事故は防ぐことができます。ぜひ次
のことに注意して、油流出事故を防止しましょう。

◎ 油流出事故を起こさないために！！
 宇 給油中はその場を離れない！
 宇 給油が終わったら、タンクのバルブをきっちりと閉めたか確認！
 宇 防油堤（流出を防止するために設ける受け皿）などの流出防止設備を設置！
 宇 タンクの配管、ホース等が劣化していないか点検！
 宇 配管が雪の重みで折れないように、こまめに除雪！

◎ 注意していたけれども・・
誤って油を漏えいさせてしまったとき、または水路、河川などに油が流れているのを発見したときは、湯沢消
防署（℡７８４－３３７７）または住民課環境生活係（℡７８４－３４５３）まで、すぐご連絡ください。

油流出事故防止のためのお願い

※原因者には対策費用の請求や、損害賠償請求が行われることがあります。

出産育児一時金が３５万円に引き上げ

出産育児一時金出産育児一時金のの受領委任払を始めまし受領委任払を始めましたた
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文
部
科
学
大
臣
か
ら
の
お
願
い

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
学
校
や

塾
の
先
生
、ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
、地
域
の
み
な
さ
ん
へ

こ
の
と
こ
ろ
「
い
じ
め
」
に
よ
る
自
殺
が
続
き
、
ま
こ
と
に

痛
ま
し
い
限
り
で
す
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
供
に
も
プ
ラ

イ
ド
が
あ
り
、い
じ
め
の
事
実
を
な
か
な
か
保
護
者
等
に
訴
え

ら
れ
な
い
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

一
つ
し
か
な
い
生
命
。
そ
の
誕
生
を
慶
び
、
胸
に
抱
き
と
っ

た
生
命
。無
限
の
可
能
性
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
育
て

た
い
も
の
で
す
。子
ど
も
の
示
す
小
さ
な
変
化
を
み
つ
け
る
た

め
に
も
、
毎
日
少
し
で
も
言
葉
を
か
け
、
子
ど
も
と
の
対
話
を

し
て
下
さ
い
。

子
ど
も
の
心
の
中
に
自
殺
の
連
鎖
を
生
じ
さ
せ
ぬ
よ
う
、連

絡
し
あ
い
、子
ど
も
の
生
命
を
護
る
責
任
を
お
互
い
に
再
確
認

し
た
い
も
の
で
す
。

　
　

平
成
十
八
年
十
一
月
十
七
日

文
部
科
学
大
臣　

伊
吹　

文
明　

学
校
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
２
２
１
１

い
じ
め
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う　

児
童
生
徒
が
い
じ
め
を
原
因
と
し
て
、
自
ら
の
命
を
絶
つ
と
い
う
痛
ま

し
い
事
件
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。い
じ
め
は
、
決
し
て
許
さ
れ

な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど
の
学
校
で
も
起
こ

り
得
る
も
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学

大
臣
が
次
の
と
お
り
「
文
部
科
学
大
臣
か
ら
の
お
願
い
」
を
発
表
し
ま
し

た
。地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
見
守
り
、家
庭
・
地
域
と
学
校
・
教
育
委

員
会
が
連
携
し
て
、い
じ
め
の
問
題
に
対
処
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

湯沢児童クラブ（学童保育）の利用児童を募集します。
平成１９年度（４月から）の利用を希望する方は、お申込ください。

【実施対象】 次の全ての条件を満たす方
 ・小学校の新１～３年生の児童。
 ・湯沢町に住所を有している。

 ・保護者が仕事などで昼間家庭にいない。

【実施場所】 楽町会館（湯沢児童クラブ）

【実施日時】 祝日を除く月～金曜日 ・・・ 下校時～午後６時まで
 春・夏・冬休み ・・・・・・・・・・・ 午前８時３０分～午後６時

【利用料金】 児童一人につき月額７,０００円
 ※おやつ代、保険料など、他に実費徴収があります。

【募集人員】 ２０名程度
 ※保護者の勤務状況、児童の家庭状況等を考慮の上、
 　選考します。
 ※募集人員を超えて申込があった場合は、個別に面談した上で利用の可否を決定する
 　ことがあります。

【募集期間】 随時受け付けます。ただし、平成１９年４月から利用を希望される方は、１２月２８日までに、
 利用申請書を提出してください。

【申し込み】 利用申請書は、湯沢児童クラブ、中央保育園、湯沢保育園、神立保育園、土樽保育園、住民
 課保育係に用意してあります。必要事項をご記入の上、湯沢児童クラブまたは住民課保育
 係に提出してください。

【入所決定】 入所希望月の前月中旬ころに保護者に通知します。

【問い合わせ】 ・湯沢児童クラブ ・・・ ℡０９０－５７９０－２４１７
 ・住民課保育係 ・・・・ ℡７８４－３００１

平成１９年度　湯湯沢児童ク沢児童クラブラブ 利利用児童募集用児童募集
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湯
沢
町
観
光
立
町
推
進
会

湯
沢
町
観
光
立
町
推
進
会
議議

新
サ
ー
ビ
ス
開
発
部
会
か
ら
の
お
願

新
サ
ー
ビ
ス
開
発
部
会
か
ら
の
お
願
いい

町
で
は
、
低
迷
し
た
観
光
産
業
の
復
活
に
よ
る
町
の
活
性
化
を
目
的
に
、

昨
年
の　

月　

日
に
「
観
光
立
町
宣
言
」
を
行
い
、
毎
年　

月　

日
を
「
あ

10

16

10

16

り
が
と
う
湯
沢
の
日
」と
制
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、去
る　

月　

日
に
は

10

16

越
後
湯
沢
駅
の
改
札
前
に
お
い
て
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
「
あ
い
さ
つ
運

動
」を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、我
々
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
部
会
の
部
員
の
ほ

か
、
上
村
町
長
、
白
井
観
光
協
会
長
、
産
業
観
光
課
、
そ
の
他
多
く
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
、
お
客
様
に
観
光
立
町
湯
沢
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
部
会
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
湯

沢
町
が
観
光
地
と
し
て
さ
ら
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
の
提
案
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
は
湯
沢
町
の
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
や
、
お
宝
を
ど
の
く
ら
い
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
聞

か
れ
る
と
、案
外
自
分
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
自
分
の
町

の
良
い
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
し
て
、観
光
地
が
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、町
民
自

身
が
湯
沢
町
の
観
光
資
源
を
見
直
し
よ
く
知
る
こ
と
が
、お
客
様
に
湯
沢
町
の
良
い
と
こ
ろ
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

各
地
区
に
あ
る
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
名
所
、旧
跡
、名
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
あ
る
い
は
地
元
で
は

有
名
だ
け
ど
、他
の
町
内
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
名
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
う
し
た
情
報
を
ぜ
ひ

ご
提
供
く
だ
さ
い
。提
供
い
た
だ
い
た
情
報
は「
広
報
ゆ
ざ
わ
」に
掲
載
し
、町
民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、編

集
し「
ゆ
ざ
わ
観
光
お
宝
マ
ッ
プ
」（
仮
称
）と
し
て
ま
と
め
、広
く
お
客
様
に
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
の
皆
さ
ま
に
は
、
観
光
地
湯
沢
町
の
復
活
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
サ
ー
ビ
ス
開
発
部
会
長　

佐
藤
達
志

※
情
報
提
供
先
は
湯
沢
町
役
場
産
業
観
光
課
ま
で　

　
　

維
７
８
４
・
４
８
５
０　

胃
７
８
０
・
６
０
７
２

　
　

E
メ
ー
ル　

sangyou@
tow
n.yuzaw

a.lg.j
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【
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
内
容
】

町
内
の
名
所
、
旧
跡
、
そ
の
他
（
有
名
、
無
名
を
問
わ
ず
な
ん
で
も
O
K
！
）
の

①
名
称　

②
写
真　

③
場
所　

④
由
来　

な
ど
を
提
供
く
だ
さ
い
。

堅
苦
し
く
考
え
ず
お
気
楽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あなたの命を守るシートベルト
～乗ったなら　前も後ろも　すぐベルト～

あなたの命を守るシートベルあなたの命を守るシートベルトト

シートベルトは、まさに生死を分ける命綱です。あなた自身の大切な「命」は
もちろん、同乗した「家族」を守ります。
車に乗ったら、後部座席も含めて、カチッとベルトを締めましょう。

鞄 今年１０月に行った全国調査において、新潟県の一般道に
おける運転席のシートベルト着用率は、89.5％

　 これは、全国最下位の結果でした。

鞄 平成１７年中、新潟県の自動車乗車中の死者は 73人

　　　　　革
　● このうちシートベルトを着用していた人は、わずか23人
　● シートベルトを着用していなかった 50人のうち、着用
　 していれば 30人の命が助かった可能性が高い

鞄 チャイルドシートの使用率も、44.2％と低調

新潟県のシートベルト着用率はとても低い！ 一般道におけるシートベルト着用率の推移
９５.０

H１１年

全国
新潟県

８５.０

H１８年

７５.０

H１７年H１６年H１５年H１４年H１３年H１２年

８７.７

８６.８

８８.８

８７.２

８９.５

８５.８

８８.１

８０.２

８９.４

８０.８

９０.７
９２.４

９３.８

８７.０ ９０.１ ８９.５

（％）
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ヒップホップ講座
リズムやステップを主とした基本レッスンです。
ダンスに必要な柔軟性を養うために、前転・後転・
側転などのマット運動も取り入れます。

《期間・時間》
１月１２日～３月３０日の毎週金曜日（全１２回）
①午後４時３０分～５時３０分
②午後５時３０分～６時３０分

《会場》
湯沢カルチャーセンター（小ホール）

《対象》
①保育園年少組～年長組　　②小学生

《受講料》
各５,５００円（傷害保険料を含みます）

（ ※ １２月３１日（日）までに申し込むと５,０００円 ）
《服装》
動きやすい服装

《持ち物》
屋内シューズ、汗ふきタオル、飲み物（自由）

《定員》
各２０人程度

《申込締切》
平成１９年１月９日（火）

ピラティスエクササイズ講座
身体の芯の筋力「コア」を鍛え、内側から強くし
なやかにし、姿勢のゆがみを整え引き締めます。腰
痛・肩こり・猫背の改善にも効果的！

《日時》
１月１１日～３月２９日の毎週木曜日（全１２回）
①午後１時３０分～２時３０分
②午後８時１０分～９時１０分

《会場》
湯沢カルチャーセンター（小ホール）

《対象》
中学生以上

《受講料》
各５,５００円（傷害保険料を含みます）

（ ※ １２月３１日（日）までに申し込むと５,０００円 ）
《服装》
体を締め付けず動きやすい服装

《持ち物》
汗ふきタオル

《定員》
各３０人程度

《申込締切》
平成１９年１月９日（火）

《申込方法》 ・湯沢カルチャーセンター窓口で、受講料を添えて申し込みください。（電話での申し込
  みはできません。）受付時間は午前８時３０分～午後５時（土日、年末年始も可）です。
 ・ 講座開始後の返金はいたしません。
《問い合わせ》 苛湯沢町都市施設公社（湯沢カルチャーセンター内）　℡７８４－１５１１
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眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫

ヨーガ講座
身体が堅くても大丈夫。自分のペースで参加できます。

《日時》 １月２４日～３月２８日の毎週水曜日（全９回）
 午後１時３０分～３時

《会場》 湯沢カルチャーセンター（小ホール）

《対象》 一般の男女

《受講料》 ４,５００円

 （ ※ １月１４日（日）までに申し込むと４,０００円 ）
《服装》 体を締め付けず動きやすい服装

《持ち物》 汗ふきタオル

《定員》 ３０人程度
《申込締切》 平成１９年１月２２日（月）

《講師》 広池秋子ヨーガ健康法　師範
 田村 ノブイ 氏（南魚沼市在住）
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翫
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《講師》 典子モダンダンススタジオ　今成 典子 氏（南魚沼市在住）
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カルチャーセンター健康講カルチャーセンター健康講座座 参参加者募集のご案内加者募集のご案内
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防災の知識 湯沢町では、このところ大きな自然災害は発生していません。しかし二年前の中越地震では、約６
時間の停電がありました。このときは町民の皆さんの多くが、電気の大切さを実感したものと思います。

その後に起こった災害では、豪雪による雪害がありました。これには各地から、多くの除雪ボランティアの方が来てくれました。
また新潟市内では昨冬、強風による着雪で大停電が発生していますし、全国を見れば竜巻による大きな被害が記憶に新しい
ところです。
防災の意識は、中越地震の発生によりかなり高まってきたと思われます。湯沢消防署でも中越地震以降、自家発電設備、

衛星携帯電話を設置して、非常用の飲料水を確保しました。しかしこれで万全ということではありません。
皆さんの災害時への備えは大丈夫でしょうか？自然災害に対しては、日ごろからの準備と心がけがとても大切です。１２月に

入り何かと忙しい時期ですが、新しい年を迎える前にもう一度防災の準備を確認してください。

湯沢消防署から湯沢消防署からののお知らせお知らせ （第１６回） 湯沢消防署
℡７８４－３３７７

自然災害への心がけは・・・ 自然災害への心がけは・・・ 
【地震】 発生したら、「近くの火を消す」ことと「ドアを開け安全なスペースに避難する」こと、最低でもこの
 二点を実施して、自分の身の安全を確保してください。また地震に備え、耐震補強、家具の転倒防止な
 ども重要です。

【風水害】 強風や豪雨等によって発生する洪水害、高潮害、土砂災害、風害などを言います。これらは地震と違い
 必ず雨や風のあるときに起こりますので、日ごろ住んでいる所の安全を確認し、台風情報など気象情
 報に注意して早めに避難することを心がけてください。

【雪害】 豪雪によりなだれが発生して、住宅を押しつぶしたりすることがありますが、除雪による屋根からの
 墜落、除雪機による負傷が毎年あります。除雪は、安全を十分確保して作業してください。

自然災害への準備は・・・ 自然災害への準備は・・・ 
宇 非常持ち出し品を用意しておく。持ち出しやすい所に袋に入れて置いて、最低限３日分の食料を準備する。

宇 避難場所を確認しておく。避難は徒歩が基本なので、途中危険な所がないかを歩いて確認する。

宇 防災訓練に日ごろから積極的に参加して、防災力をあげる。

宇 万が一、負傷したしたときに備えて、応急手当講習を受講しておく。

宇 災害用伝言ダイヤルで遠く離れた人の安否が確認できます。利用方法などを家族で確認しておく。

災害用伝言ダイヤルセンター

録音 再生

117711 + 22 +災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１

自分の家の電話番号など
（メッセージを再生）117711 + 11 + 自分の家の電話番号など（メッセージを録音）

詳
し
く
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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湯沢町に住所があり、１年以上の長期にわたって入
院や入所などをしている方を対象として、居住費、日
用品費の一部を助成し、家族の経済的負担の一助と
することを目的とした事業です。

支給の対象となる方 支給の対象となる方 
病院または福祉施設に入院、入所していて、次のい

ずれの一つにでも該当する方

 ① 年齢６５歳以上で、医療のため病院に
  入院している方
 ② 養護老人ホームに入所している方
  （入所前、湯沢町に住所を有していた方）
 ③ 老人保健施設に入所している方
 ④ 障害児者で施設入所している方
 ⑤ 盲・ 聾唖 学校高等部に就学中の方

ろ う あ

  （入所前、湯沢町に住所を有していた方）

支給される条件 支給される条件 
支給の対象となる方が、平成１８年１月１日から１２月３１日までの一年間、一度も退院または退所しないで

入院または入所を継続していること。

支給される金額 支給される金額 
年額３万円を支給します。（支給方法は口座振込です。）
※既にこの事業により平成１７年度支給を受けている方の支給額は、２万２５００円となります。

申請の方法 申請の方法 
申請書に必要事項をご記入、捺印して、湯沢町社会福祉協議会へご提出ください。
申請書は湯沢町社会福祉協議会にあります。

申請受付期間 申請受付期間 
平成１９年１月４日～１月３１日まで

問い合わせ・・・
 湯沢町社会福祉協議会　℡７８４－４１１１

主 守取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
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石
綿
業
務
に
従
事
し
た
離
職
者
の
皆
さ
ん
へ

過
去
に
石
綿
を
製
造
、
ま
た
は
取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
、事
業
場
の

廃
業
な
ど
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
石
綿
健
康
診
断
を
受
診
で
き
な
い
退

職
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、今
年　

月
よ
り
無
料
で
健
康
診
断
を
実
施
し

１１

て
い
ま
す
。

当
初
の
受
付
期
間
は
既
に
経
過
し
ま
し
た
が
、
問
い
合
わ
せ
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
健
康
診
断
の
受
付
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

【
対
象
と
な
る
方
】

石
綿
を
製
造
、
ま
た
は
取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
て
退
職
し
た
方

で
、
次
の
す
べ
て
の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
方
。

①
従
事
し
て
い
た
作
業
が
特
定
で
き
る
こ
と
。

②
初
回
ば
く
露
か
ら
、　

年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

１０

③
以
前
石
綿
作
業
に
従
事
し
て
い
た
事
業
場
が
廃
業
や
倒
産
、
退
職

者
に
対
す
る
健
康
診
断
を
拒
否
な
ど
の
理
由
で
、
石
綿
健
康
診
断

を
受
診
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
。

④
石
綿
に
か
か
る
健
康
管
理
手
帳
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

※
申
請
さ
れ
た
方
全
員
が
、
受
診
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
場
所
】

・
花
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会

　

新
潟
市
北
場
１
１
８
５
‐
３　

　

℡
０
２
５
・
３
７
０
・
１
９
６
０

・
花
新
潟
県
健
康
管
理
協
会

　

新
潟
市
新
光
町
１
１
‐
１

　

℡
０
２
５
・
２
８
３
・
３
９
３
９

・
苛
健
康
医
学
予
防
協
会

　

新
潟
市
は
な
み
ず
き
２
‐
１
０
‐
３
５

　

℡
０
２
５
・
２
７
９
・
１
１
０
０

※
申
請
に
際
し
て
は
、事
前
に
申
請
書
を
入
手
し
、申
請
者
本
人
が
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
は
、こ
ち
ら
の
申
請
場
所
と
な
り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

月　

日（
木
）ま
で　
（
年
末
は
休
業
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

１２

２８

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

歩行型除雪機による事故を防止しましょ歩行型除雪機による事故を防止しましょうう

毎年、冬のシーズンになると除雪機による事故が多発しています。歩行型の除雪機を使用する場合は、次の
点に注意して操作してください。安全な作業を行い、事故を未然に防止しましょう。

①

作業を行う前に、必ず取扱説明
書をよく読んで、正しい使い方を
理解しましょう。

②

雪詰りを取り除くときは必ずエン
ジンを停止し、回転部（オーガ、ブロ
ワ）が完全に停止してから、雪かき
棒を使って行いましょう。

④

発進時は転倒したり、はさまれ
たりしないよう、足元や後方の障
害物に十分注意しましょう。

③

回転部に近づくときは、必ずエン
ジンを停止し、回転部が完全に停
止してから作業を行いましょう。

⑤

除雪作業中は、雪を飛ばす方向
に人や車、建物がないことを確認
しましょう。

⑥

除雪機の周りには、絶対に人を
近づけないようにしましょう。

【問い合わせ】 社団法人日本農業機械工業会／除雪機安全協議会　℡０３－３４３３－０４１５
 ホームページ　http://www.jfmma.or.jp
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国
有
林
の
管
理
や
経
営
に
皆
さ

ま
の
声
を
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、

意
見
や
提
言
を
お
聞
き
し
て
、ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
く

「
平
成　

年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」

１９

を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

平
成　

年
１
月　

日（
金
）ま
で

１９

１２

・
郵
便
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

（
当
日
ま
で
必
着
で
す
。）

【
必
要
事
項
】

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
生
年

月
日
・
年
齢
・
住
所（
郵
便
番
号
）・

電
話
番
号
・
職
業
・
モ
ニ
タ
ー
を

知
っ
た
き
っ
か
け
・
応
募
の
理
由

（
１
０
０
字
程
度
）

【
問
い
合
わ
せ
】

林
野
庁
関
東
森
林
局

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

℡
０
２
７
・
２
１
０
・
１
１
５
０

関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kanto.kokuyurin.

        
 
 
                    

go.jp

     
）

町
内
の
高
齢
者
の
交
流
、生
き

が
い
を
目
的
と
し
た
事
業「
や
ま

ぶ
き
の
集
い
」で
は
、活
動
の
中
で

制
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

月
一
回
の
活
動
の
中
で
、一
人
ひ

と
り
一
生
懸
命
に
作
っ
て
き
た
作

品
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】

　

月　

日（
木
）ま
で

１２

２１

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

【
場
所
】

湯
沢
町
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会

℡
７
８
４
・
４
１
１
１ 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

年末年始も小児救急医療電話相談をご利用ください

葛実施日 土曜、日曜、祝日および年末年始
 （１２月３０日～１月３日）
葛受付時間 午後７時～午後１０時
葛相談電話 ０２５－２８８－２５２５または＃８０００

※ダイヤル＃８０００について
 ・ダイヤル回線の固定電話からはご利用できません。
 ・１２月１６日（土）より携帯電話からもご利用できます。
 ・それまではプッシュ回線の固定電話専用です。

お子さんが発熱などで具合が悪いとき、経験豊富な看護師が（必要により医師の助言を受けて）相談に応じ
ています。

　【問い合わせ】新潟県 医薬国保課　℡０２５－２８５－５５１１　内線２５４３

自
衛
官
採
用
案

 
自
衛
官
採
用
案
内内 

●
募
集
種
目

自
衛
隊
生
徒

●
資
格

中
卒
（
見
込
含
）　

歳
未
満
の
男
子

１７

●
受
付
期
間

平
成　

年
１
月
９
日
ま
で

１９

●
試
験
日

・
一
次　

平
成　

年
１
月　

日

１９

１３

・
二
次　

平
成　

年
１
月　

〜　

日

１９

２６

２９

●
合
格
発
表

・
一
次　

平
成　

年
１
月　

日

１９

２２

・
最
終　

平
成　

年
２
月　

日

１９

２０

●
入
校

平
成　

年
４
月
上
旬

１９

●
待
遇
・
そ
の
他

修
学
年
限
４
年

卒
業
時
３
等
陸
・
海
・
空
曹

【
問
い
合
わ
せ
】

防
衛
庁
自
衛
隊

新
潟
地
方
協
力
本
部
長
岡
出
張
所

℡
０
２
５
８
・
３
３
・
０
２
５
６

主 守取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取

「
や
ま
ぶ
き
の
集
い
」

作
品
展
示
会
の
ご
案
内



平
成　

年
度
の
奨
学
生
を
次
の

１９

と
お
り
募
集
し
ま
す
。募
集
の
対

象
と
な
り
、奨
学
金
の
貸
与
を
希

望
す
る
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
募
集
対
象
者
】

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

姿
屍

子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子

①
新
潟
県
民
の
子
で
あ
っ
て
、学

校
教
育
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
４
年
制
大
学
に
進
学
ま
た
は

在
学
す
る
方

②
交
通
事
故
や
病
気
な
ど
で
親
を

亡
く
さ
れ
た
方

③
家
計
の
都
合
で
進
学
後
の
学
資

の
支
弁
が
、困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
方

【
募
集
人
数
】

若
干
名

【
奨
学
金
額
】

月
額
２
万
円

（
奨
学
生
一
人
最
高　

万
円
）

９６

【
返
還
方
法
】

卒
業
ま
た
は
貸
与
の
終
了
し
た

翌
月
か
ら
８
年
以
内

（
年
間
返
還
額　

万
円
以
上
）

１２

【
利
息
】

無
利
息

【
応
募
受
付
期
間
】

平
成　

年
１
月　

日（
水
）ま
で

１９

３１

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

（
新
潟
県
労
働
金
庫
内
）

℡
０
２
５
・
２
２
８
・
３
４
１
１ 

多
重
債
務
、金
融
、不
動
産
、相

続
、医
療
、家
庭
問
題
な
ど
暮
ら
し

の
中
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
、教
育
、健
康
、園
芸
な
ど

の
悩
み
事
に
弁
護
士
等
の
専
門
家

が
お
答
え
し
ま
す
。相
談
内
容
は

暮
ら
し
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、何
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。な
お
秘
密
は
、

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
相
談
料
】

無
料
で
す
。

【
相
談
方
法
】

・
専
用
の
相
談
用
紙（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
裏
面
で
す
。）に
記
入

し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
労
働
金
庫
の

本
・
支
店
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

・
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
９
５
１
‐
８
５
６
５

新
潟
市
寄
居
町
３
３
２
番
地
３
８

労
働
金
庫
本
店
内

苛
新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室
」係

℡
０
２
５
・
２
２
８
・
３
４
１
１

※
次
回
の「
広
報
ゆ
ざ
わ
」は

　

月　

日
に
発
行
し
ま
す
。

１２

２４

（12）広報ゆざわ　H１８．１２．１０

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
月
　
日

11

２０

　
月
　
日

１１

２７

腰
越

南
雲

サ
ダ

範
子

さ
ん

さ
ん

　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
月
　
日

１１

１１

南
雲

 晟
 
じ
ょ
う

さ
ん

今月の納税今月の納税等等

（第 ３ 期 ）
（ 第 ６ 期 ）
（ 第 ３ 期 ）

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
下 水 道 事 業 受 益 者 負 担 金
納期限は、１２月２５日迂です。
（口座振替日は、１２月２５日迂です。）
※納税相談は、収納課（℡７８４－３０５６）で受け
付けています。どうぞ、ご利用ください。

地域振興局で写真展を開催しま地域振興局で写真展を開催しますす

地域振興局では、「地域に開かれ
た親しみのある庁舎づくり」の一環
として、多くの地域住民の皆さまか
ら芸術作品を鑑賞していただくた
め、写真展を開催します。入場は無
料です。どうぞお越しください。

【内容】 「イワシタ "gq." ユタカ写真展」　『個の存在』
 存在感の認知をテーマに撮影活動を行い、大き
 な岩や一本の木など、ありふれた自然の中にあ
 る物を写し、その存在感を表現してます。

【日時】 １２月４日（月）～１２月２８日（木）（平日のみ）
 午前８時３０分～午後５時（最終日は午後１時終了）

【会場】 南魚沼地域振興局１階県民ホールギャラリー

【問い合わせ】
南魚沼地域振興局 企画振興部 総務課　℡７７２－２３７２

赫

隔

郭

革

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

平
成　

年
度
「
奨
学
生
」

１９

募
集
の
ご
案
内

「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
」
の

ご
案
内


